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SSKRゼンコロNo.134（増刊）通巻3968号2003年12月18日発行

ゼンコロ

重度障害者の職域の拡大を！重度障害者の完全就労と雇用を！障害者の社会参加を！（ゼンコロメインテーマ）

・青森県コロニー協会・青森市017（728）5621・山形県コロニー協会・山形市0236（22）9755・長野若槻園・長野市026（296）1415・東京コロニー・中野
区03（3952）6166・東京アフターケア協会・清瀬市0424（91）1236・あかつきコロニー・武蔵村山市0425（60）7840・京都梅花園・城陽市0774（52）
1362・山口県コロニー協会・防府市0835（32）0069・福岡コロニー・粕屋郡092（963）2781・佐賀春光園・三養基郡0942（94）2144・熊本県コロニー協
会・熊本市096（353）1291・沖縄コロニー・浦添市098（877）3344 ゼンコロホームページ http://www.tocolo.or.jp/zencolo

新「アジア太平洋障害者の十年」（2003～2012）を推進しよう

2004. 1

No.134
社団法人ゼンコロ
〒165-0023 東京都
中野区江原町2 ─ 6 ─7
電話 03─3952─6166

私たちの誓い
１. 私たちは、試されたことのな

い道を自分たちの手できりひら

く開拓者の心をもち続けます。

（開拓者の心）

２. 私たちは、さまざまな困難を

乗りこえ、働くことをつうじて

積極的に社会に貢献することを

めざします。 （働く喜び）

３. 私たちは、ひとりひとりの多

様な可能性を信じて、新しい能

力を育てる努力を続けます。

（可能性の追求）

４. 私たちは、お互いに協力し、

励まし合い、かわることのない

連帯でしあわせを築きます。

（連帯と協力）

５. 私たちは、心を合わせて、す

べての人がもっとも人間らしく

生きることのできる平和で豊か

な社会の実現をめざします。

（豊かな社会）

『風からの便り』
家の庭に咲いているチュー

リップの花を見てふと、な

つかしい"風"を感じました。

文明が発達している現在、自

然からの便りがとても心地よ

く感じた今日この頃です。

（作：山形福祉工場生産部

プリプレス第１課

阿部由紀子）



理事会・第43回総会報告
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事務局
11月20、21日の２日間、佐賀春光園の会場等の準備の下で福岡県久留米市「ハイネスホテル・久留米」で理事会、

第43回総会を開催しました。以下、報告をいたします。

◇理事会（11月20日午前９時30分～12時）

理事会成立確認のもと、次の議案が審議され了承されました。

第１号議案　事業執行状況に関する件

（１）第42回総会決定事項の執行状況

（２）事業計画・予算の執行状況

（３）その他

第２号議案　第43回総会に関する件

（１）議長および議事録署名人の推薦

（２）選任役員等の推薦

（３）企画・総務委員会の正副委員長の追認

（４）付議事項について

第３号議案　その他

冒頭、勝又会長から年度中間で開催していた従来の「拡大理事会」を、今回は総会に切り換え、事業執行状況

や役員改選その他の議案を正式に了承していただくこととしたい旨の提案がなされ、了承されました。今後は年

４回の理事会開催とあわせ、年２回の総会をもって活動することとされました。また役員改選について、監事１

名の退任に伴い後任者の人選と総会への提案が承認されました。企画・総務委員会の委員長、副委員長は次のと

おり追認されました。

・委 員 長 高　橋　毅（あかつきコロニー　施設長）

・副委員長 佐久川清美（沖縄コロニー　総務部長）

・ 〃　　 加藤留美子（東京コロニー　福祉事業本部長）

◇第43回総会（11月20日午後１時～５時、21日午前９時～12時）

総会では次の議案が審議され、承認されました。

第１号議案　議事録署名人の選出に関する件

第２号議案　調査活動に関する件

（１）福祉工場実態調査

（２）生保・社会事業授産施設の実態調査

第３号議案　３委員会の活動に関する件

（１）企画・総務委員会

（２）新規事業委員会

（３）印刷事業委員会

第４号議案　事業計画にもとづく新事業提案に関する件

（１）「きょうされん」との共同研究事業について

（２）国際活動への参加について

第５号議案　その他の上半期事業の状況に関する件

（１）中間決算について

（２）その他

第６号議案　最近の障害者福祉の動向と対策に関する件

（１）セルプ協にかかわる動向

（２）障害者施策に関する国内動向

第７号議案　会員法人の現況報告に関する件

理事会・第43回総会報告
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第８号議案　今後の日程等に関する件

（１）次回開催地

（２）拡大理事会を総会にすることについて

主な討議内容は次のとおりです。

○調査活動に関する件；今回実施した福祉工場実態調査で顕在化の著しい、最低賃金適用除外や高齢化、定員に

対する充足率・障害者比率の低下など、諸課題や問題点の実態が報告されました。福祉工場制度については、そ

の創設時にゼンコロとして提案した経緯などから、報告された諸課題を分析検討するため、ゼンコロとして外部

専門家を中心に研究会を発足させることの是非が提案され、実施する方向で承認されました。また、生保･社会事

業授産施設の実態調査ではセルプ協の活動を支援する立場から、ゼンコロとしてはセルプ協との共同研究事業と

して位置づけ、必要な活動費の支出（全国社会就労センター協議会）や人的支援を行うことが提案され、承認さ

れました。

○３委員会の活動に関する件；「企画･総務委員会」からはゼンコロに対する思いが会員法人の職員や利用者に希

薄になっている状況が見受けられることなどから、情報交換の場や各種研修等の必要性が意見として寄せられて

いるとして、これらに対する取組みが提案され承認されました。また、情報発信などについては従前以上に活発

化していくことが確認されました。

「新規事業委員会」は、今年６月より沖縄コロニーから１名が東京常駐となり、新規事業の専任としての事務

局員（新規事業委員長）とともに活動を開始したこと、および委員会としてリサイクル・環境事業を中心に取組

んでいることが報告、承認されました。この活動に併せ会員法人より「蓄光材」（蛍光塗料の十倍の明るさの素材）

をベンチャー企業とタイアップしての製造、販売事業の開始や、うどんの製造・販売を始めたことなどが報告さ

れました。リサイクル事業に関わるゼンコロとしての具体的な仕入、販売事業は下半期から事業実績が計上され

始めていることも委員長から報告されました。

「印刷事業委員会」からは、西日本ブロックで技術交流研修会が実施され、作業者レベルの交流会が有意義で

あったことの報告がなされました。また、単に１事業所、１法人で対応するだけでなく、ゼンコロのスケールメ

リットを活かした仕入や情報交換などにより、印刷事業としての新たな展開の可能性について確認されました。

なお、品質基準の統一や専任職員による全国的視野での取組みが提起されましたが、委員会としての継続事項と

されました。

○役員人事；監事・荻尾章氏の後任として登山彩文氏（東京アフターケア協会）が推薦・提案され、承認されました。

○その他の議案；事業計画において取組むとされていました「きょうされん」との共同研究については、両組織

での協議の場を設け、その内容を確定することを改めて確認しました。また、ワーカビリティ･インターナショナ

ルへの加盟などゼンコロに対し参加要請があった国際的事項についても報告がなされ、国内における障害者施策

の現状等についても協議と報告がなされ、必要な事項については決定されました。

○次年度以降の総会開催地域について

・2004年６月開催　　青森県内

・2004年11月開催　　沖縄県内

・2005年６月開催　　熊本県内

とすることが確認されました。

◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇　　◇

この総会における「企画・総務委員会」からの提案により、本誌については同委員会の責任により編集するこ

ととなり、本格的には次年度からとするもののパイロット的に本号においては「新しい事業や取組み」をテーマ

に、各会員法人ごとに１ページを提供し、自主的に編集したものとさせていただきました。ご意見等を事務局に

お寄せいただけたらと存じます。
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ゼンコロの各法人
ゼンコロに加盟する12法人が、新しい取組みを中心として法人の事業を報告

するページを作成しました。
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平成１５年度から新規事業
への取り組みが専任スタッフ
でスタートしました。
グランドカバー「ガザニア」
や土嚢「ラピッドワップ」の
販売につづき、長年検討して
きた製麺事業が本格的に動き
出しました。
ガザニアや土嚢の販売は国

道事務所や自治体を中心にＰ
Ｒ活動を展開し、少しずつですが実績を上げることができました。必要と
なる時期や予算との関係で、ＰＲのタイミングが難しい面もありますが、
経験と実績を生かした販売活動を今後も継続したいと思います。

＜製麺事業＞
現在、重点的に取り組んでいる製麺事業は、

今後販売が軌道に乗れば、製麺工程で障害者
の働く場が拡がる大き
な可能性を秘めてお
り、地域に密着した販
売活動で障害者運動の
展開へもその可能性は
拡がるものと思います。
小麦粉、塩、水の微

妙な配合で味が決まる
といわれ、試行錯誤のうえに何とかお客様に
喜んでいただける、納得のいく「うどん」が
できあがり、１０月から授産利用者４名を配
置し、本格的な製造・販売活動がスタートし
ました。印刷事業が低迷するなか、製麺事業
は授産施設の新職種の一つとして、その成否
は今後に大きな影響を及ぼすため、全力を上
げて取り組んでいきたいと思います。
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新規事業の今

当法人では、ゼンコロ本部事業部の御指導のもとにリサイクル事業を進めています。

リサイクル事業の主たる回収品目はPETボトルのキャツプを中心とした廃プラであり、回収を

始めて約４ヶ月が経ちましたが、その経過の中で今後問題として考えていかなければならないこ

とが見えてきました。たとえば回収する廃プラの中にも高価な物又安価な物があり、出来るだけ

高価な廃プラを排出する事業体を探し出さなければならないと言うことと、その集めた廃プラを

高価で買い取ってくれる業者に売却する、言葉にすれば簡単なのですが、これが意外と難しくて、

運送便・ストックヤード・売却時期等多々ありますし、その上今後事業を発展させるためには、

回収のスピードも重要になってくると思います。

今後、各法人がリサイクルを進めていく上で考えていかなければならないことは、ゼンコロ本

部事業部との役割分担を明確にしてビジネスとして割り切り、新しい事業を開拓していくことが

一番のポイントになるのではと考えています。

法人独自の新規事業の企画進行について

今までに無い、作業種目の開拓を目的に４月より事業部を立ち上げて来ましたが現在のところ

では、これと言えるものに出くわしておりません。

お金が掛からなく、且つ世間の人が困っていて、その事業を行う事で喜んで頂ける物が何かを

探して行く事が毎日の作業だと考えております。

京都産業21での情報やインテックス大阪などでのイベントに出かけて、企業同士の情報交換の

中で、何か施設として関われる事が無いかを検討しています。

本法人が検討中の作業種目の開拓としては新開発された機械による、現在のサービスの改善を

目的とする介助者の手間をはぶく、安価なクリーニング事業の整備を考えています、初期設備投

資額に見合うだけの需要と供給が見込まれるか、将来性があるのかどうかを調査する事を検討課

題として課せられており、現在取組中です。

（事業部　石井久之・大西正博）

社会福祉法人　京都梅花園
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“走り始めたのはいつのころだろう”
先達が「ある思い」を胸に走り始めた。自らの使命を全うすべく創意・工夫・知恵そして必死の行動で走り続けてきた。そし

ていま、次の世代にすこしでもいい形でタスキを渡すべくがんばっています。今回はゼンコロのみなさんにそんな東京アフタ

ーケア協会をご紹介いたします。

誕生以前のこと
東京アフターケア協会のある東京都清瀬市は東京都の北西のはずれに位置し隣接するのは新座市や所沢市といった埼玉県に

なります。ターミナル駅池袋駅から西武池袋線を利用すると約25分で武蔵野の面影を残す清瀬に降り立つ。

昭和６年　栗、クヌギ、松などの雑木林が一面に広がる東京都北多摩郡清瀬村は大根、牛蒡、人参などを特産する純農村で

あった。また、無医村であった。その雑木林の一角に東京府立清瀬病院は、村議会や村民あげての反対の声に対して病院がで

きたら無料診察をするという条件のもと結核療養所として建つことになる。

そして昭和10年、後の信愛報恩会となる信愛ホームが、さらに昭和12年に国立療養所東京病院が建設されるなど、さほど時

を経ずして大小10幾つかの療養施設が建ち、結核療養所（サナトリウム）の地として“清瀬”の地名は一躍全国的に広まってゆく。

東京アフタケア協会の誕生そしてスタート
昭和26年　朝鮮半島での戦争により日本中が特需景気に浮かれ「芸者ワルツ」「トンコ節」「お酒のむな」など、世相を反映

するかのようなちょっと変わった流行歌が流れる中、ここ清瀬村では結核患者同盟のひとつの東京都患者同盟が自分たちの生

命と生活を守る拠点として“結核回復者の社会復帰を援助する”という目的で東京アフタケア協会が創設される。

購入した村有の土地と設備として折からの統制品だった木材が入手困難だったため、旧国鉄の大宮機関区より購入した古客

車２輌でのスタートである。障害者自らの手により清瀬村に初めての社会福祉施設を誕生させることとなる。

そして現在の東京アフターケア協会
現在、法人本部と4つの授産施設があります。

東京都清瀬喜望園（入所定員100名・職員配置基準50名）は昭和51年４月東京都の管理委託施設で日本初の重度の呼吸器機

能障害者の授産施設（措置時代は重度授産施設）として法人本部から車で５分ほど離れたところにあります。授産科目は七宝、

彫金、袋物、陶工芸、木彫、編み物、和洋裁、農園芸、軽作業などとなっています。

清瀬授産所・清瀬作業所・汽車の家作業所の三施設は法人本部と同所にあり、そこで三施設混合で授産事業を行っています。

施設区分をはずし三施設がひとつの組織体（東京アフターケア協会）として一体化した考えのもとで運営しており、日常業務

の中では、作業部署としての組織構成のほうが機能しています。

作業部門の紹介
施設間の区別をなくし作業部署としては二部署の組織編成になっています。

第一事業課

構成人員 利用者　身障46名　知的38名　職員８名　パート５名　計98名

作業内容 箱折り・ダイレクトメールなどの封入作業・エレベータ清掃用部品加工・ネジの袋詰め等。

作業時間 利用者9:00～16:00

工賃基準 個人別評価法による出来高払い制

第二事業課（プリントショップ）
構成人員 利用者　身障23名　知的４名　職員８名　パート５名　計40名

作業内容 一般印刷物、名刺、年賀状などの軽印刷・オフセット印刷（４色）・受注によるＴシャツなどへのシルクスクリー

ン印刷・マグカップなどの記念品製作など。

作業時間 利用者9:00～17:00

工賃基準 個人別評価法による時間給制　精勤手当、年次有給休暇あり。

これからも走り続ける・・・
いつの時代でもその身に余るほどの課題を抱えながら・・・走り続けてきた。

ときには時代の波に翻弄されたり、また、ときには自らのアイデンティティを見失いそうになるときがあるかもしれない。

そんなとき、歴史を顧みて、先人に学び、自らの使命を認識しながら“いま”という時代をしっかりと走り、先達が大切に培

ってきた「ある思い」を次代へとつなげて行きたいと思います。

（所長　登山　彩文）



コロニー印刷所　ケースワーカー　小川弘子
利用者支援の職場では、日々の支援記録は欠かせません。利用契約制度になり、利用者へのサービスの質の

向上にも今後ますます記録は支援の要として位置付けられるでしょう。

ところで、記録は書くだけではなく活用してこそ生きてきますし、生かしてこそ記録をとる意味があると思い

ます。この記録を作成し活用するツールとして3年半前に開発した「ケース・サポート・システム」は、すでに

北海道から沖縄まで多くの施設で使われていますが、もっとたくさんの方々に使っていただくために、さらに

汎用的にそして操作性を高めるための改良を行って解説書を作りました。このようにしてできた「ケース・サ

ポート・システム」の改訂版が、今回解説書付きで発売された「サポート2」です。今後の当面の計画として、

以下のことを予定しています。

①「サポート2」を広めていくために講習会を開催する。また、デモをしながら見て触って体験してもらえる

ような機会をつくる

②比較的小規模の施設や団体向けの「サポート3」の開発を考える

③ネットワーク対応に充分応えられるシステムができるかを研究する

今回「サポート2」と命名された背景には、今後このシステムが様々な職場にマッチしたものとして利用され

サポート2に続く、サポート3，4，５・・と発展して

いくことを期待したものです。

より良い記録活用ツールとして皆様のお役に立て

ることができればと思っていまので、問合せやご質

問、ご意見をいただければ幸いです。

解説書は、日本社会福祉弘済会、筒井書房様の全面

的なバックアップの下に完成いたしました。

（「サポート2」CD-ROM付き7000円＋税）

I T事業本部　職能開発室課長　堀込　真理子
来年度の厚生労働省発表の予算要求のなかには、障害者の就労を支援する新規の事業がいくつか出ています。

その中のひとつ、バーチャル工房支援事業は、私どもの担当する事業をある程度モデルとしていただいたも

ので要求額が237百万円であり、重度障害者の在宅就労を促進する事業として位置づけられています。実施の

イメージは、都道府県・指定都市を通じて、実績ある支援団体（NPOや社会福祉法人）に委託する形となり、

障害者に対して情報機器の貸与や技術指導のみならず、実際に仕事を受注し配分する機能も持ちます。

支援団体（バーチャル工房）への技術指導なども予算としてあがっており、「支援する側への支援」が準備さ

れている点で実態にかなったものだと評価できる一方、自治体や施設の中には、継続事業であるという確約な

しに専従職員を確保することへ不安もあるのが現実のようです。

課題はあるものの、私共の法人を含め先達となって苦労を重ねた結果としてこうした支援機能にスポットが当

たる時代になったということは心強い限りです。まずはこれを前向きに試行し、効果を明確にしたうえで、授産

などと同様に確立された施策として世の中に認知されるよう検証していく責任があるのではないかと考えます。

（2003年末の内示では、残念ながら予算化が見送られてしまいましたが、今後の動きを期待しつつ見ていきたいと思います。事務局）
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「ケース・サポート・システム」のバージョンアップ版「サポート2」のこれから

平成16年度厚生労働省予算概算要求事業「バーチャル工房」について

バス停のパン屋さん

「フタバベーカリー」開店

2003年５月より、製パン・販売業を開始

しました。印刷、防災用品、ＩＴなど、

カタイ事業の多かった東京コロニーに初

めての食糧品部門です。地域の皆様や関

係先からもおいしい！と好評です。
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身体障害者授産施設青森コロニーリハビリ
宿舎増築の完成についてのお知らせ

平成15年６月20日より既存宿舎棟の改修工事及び新

宿舎増築工事を進めてまいりましたが、平成15年10月

25日無事完了いたしました。このことにより全居室が

個室と２人用となり、居室面積は倍ぐらいの広い面積

になり利用者のプライバシー保護の確立ができ、大き

く生活環境が向上し、利用者に喜ばれています。

カラーマネジメントへの取り組み

昨年の12月よりカラーマネジメントに取り組みまし

た。カラーマネジメントのメリットは、①カラーマネ

ジメントでクライアントの信頼を得ることができる。

②客観的な「色の数値化」によってプリプレス、プレ

スの作業工程がスムーズに進行できる。③カラーマネ

ジメントで今まで削減できなかった「工程の繰り返し

や後戻り」などのロスや事故、資源の無駄を省くこと

ができる。④ベテランの勘や職人芸に頼っていたカラ

ーマネジメントが「標準化」できるなどこの４つが挙

げられます。インプットからアウトプットまで一貫し

たカラーマネジメントをすることによるメリットは非

常に大きいものがあります。デジタルになっての最大

のメリットはこの「標準化」ができることです。今ま

で「数値化」することが難しかった「色」をマネジメ

ントでき、ベテランのスキルを標準化で共有できれば

その効果は非常に大きく、当福祉工場においてもハイ

デル社の印刷機及び２台目のCPCの導入を機に今まで

の管理方法の見直しに着手しました。以前のような色

管理による製品の排出ではデジタル化の恩恵を阻害し

てしまう傾向にありました。また今後厳しい印刷業界

にあっては製品共々その技術の統一性と一貫したカラ

ーマネジメントがなければ他社に対する差別化ができ

ません。クライアントに満足していただけるものそん

な製品への拘りがより必要になってきています。これ

が製品に対する「標準化」です。今までは印刷業に

「標準化」と言うものは不必要なものと考えてきまし

たが、デジタル化に伴う色の管理は「数値化」によっ

て可能になりました。いわゆる「数値管理」と言うも

のが出現し、分光濃度計・CPC－24などの精密な濃度

計が現れ、刷了紙の色むらが数値（Lab）に置き換え

られ、そのLabを管理することができるようになりま

した。この管理こそがカラーマネジメントとして本来

の意義であり共通の理解を得ることができるのです。

しかしながらデバイス・インディペンデントなカラー

マネジメントであるモニタ、スキャナ、プリンタの各

種デバイスによって「色の再現性」が異なるものをよ

り忠実なものに実現しなければデジタルプルーフはお

ぼつかないし、「色の再現性」の問題は簡単なもので

はありません。プレスでのLabが変化しなければカラ

ーマネジメントは確立したといっても過言ではない

が、印刷された製品の品質保証がここで確立されるこ

とは言うまでもありません。先ずは正確な「色」を定

義しなければということで「基準となる色」を定義し、

その基準色を作ることを目標に掲げました。正確な色

測定を行い数値化して行く。取り組んで行く前は不安

だらけでしたが、現在に至っては製版・印刷が一体に

なり、お客様に信頼される高品質な印刷物を提供でき

るまでになっています。カラーマネジメントを実現す

るには関わりのある人全員が決められたルールを忠実

に守らなければなりません。インプットからアウトプ

ットまでの工程で誰かが一人でも「ルール違反」をす

ると成り立たないものと認識しています。今後におい

ては福祉工場独自のワークシートにそってLabを管理

しながら更に高品質な製品作りを目指して行かなけれ

ばならず、現在はその最後の詰めを行っています。

（青森福祉工場管理部副部長　伊藤慎一）

【新宿舎棟居室】

↑２人用居室

←個室
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福祉施設の企画・総合計画・改造計画・設計監理

━確かな経験と豊富な実績━
昭和44年の創業以来、北海道から沖縄まで全国各地に350件の公立・

民間の福祉・医療施設建設を手がけた、数多くの経験と実績があります。
施設の移転計画、増改築計画等、どんなことでもお気軽にご相談ください。
計画・申請から設計／監理にいたるまで一貫したお手伝いをさせていた
だきます。
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編集後記
新年あけましておめでとうございます。
新春号は、特別企画として、テーマを「新しい事業や取り組み」とし各法人が１ページを担
当する形で構成させていただきました。
これからも、外に向ってのアピールはもちろんのこと、ゼンコロに属する皆さんに身近に感
じてもらえる紙面づくりを企画総務委員会と共に工夫していきたいと思います。
今年もどうぞ宜しくお願いいたします。 （事務局）


